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自己とアジアの
ウェルビーイング課題
の発見

博士課程研究課題の
設定とネットワーク作り

キャリアプランと
博士研究課題の深化

研究能力・実務能力・
リーダーシップ力の強化

国際社会への
Step Up

ジェンダー問題の理解、
女性ネットワーク・
パートナーシップの形成

発想の豊かさ、
アセスメント力、

政策提案ができる力

グローバルな視点で
問題発掘・解決する力

卓越した
ディベートスキル、
語学力、
プレゼンスキル

現場での地域理解、
交渉力、問題解決力

企画を行動に移す力、
マネジメント力

　持続可能な社会の発展に向け、多様な取
り組みが求められる今、日本社会を活気づけ
る となるのは〈女性〉です。女性たちがその
能力や個性を十分発揮して、活躍の場を広
げることが期待されています。
　一方、様 な々発展段階にあるアジア諸国は
多文化共生社会。そこには貧困、多様な健
康問題、ジェンダー格差など、解決すべき課
題が山積しています。特に、女性が伝統的に
貢献してきた「食・健康・環境」分野における
共通の課題を解決するためには、民族や国
籍、宗教を超え、アジアの女性同士によるネッ
トワークの構築とパートナーシップの確立・深
化が必要です。
　本プログラムでは、こうした課題に深く関わ
る「食・健康・環境・社会システムと教育」を
キーワードに多彩なカリキュラムを展開し、ウェ
ルビーイング実現のために、確固たる専門性
と俯瞰力、異文化相互理解に立脚した国際
性と使命感を兼ね備えたグローバルに活躍
できる女性リーダーの育成を目指します。

プログラムの内容

専門分野を超えた
５年一貫のプログラム
　国際開発学、教育発達科学、生命農学、医学（医学・保健学）の4研究科5領域、
および農学国際教育協力研究センター、男女共同参画室により設置された研究教
育支援プラットフォームのもと、国内外の優れた研究者、国際機関・民間企業等でグ
ローバルに活躍する専門家による分野を超えた5年一貫教育を行なうことで、これま
での縦割りの大学院教育では不可能だった〈統合知〉の獲得と6つのコア能力①
ジェンダー理解力②実践力③現場力④企画力⑤俯瞰力⑥発信力を習得します。

生きるエネルギーが充満するアジア。
貧困、多様な健康問題、ジェンダー格差など様 な々課題を抱えながらも目覚ましい発展を遂げる多文化共生社会。
その多様性こそ、イノベーションの原動力。
アジアの成長に学び、解決すべき課題を科学の視点からアプローチ。
民族、国籍、宗教、研究領域を超えた女性たちが手を結び、目指すは、ウェルビーイング。
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プログラムの特色

拠点大学、国際機関との
連携による実践教育の重視
　国際社会が抱える問題を解決するためには、できるだけ
若い時期に異文化を体験し、異分野融合の研究課題に対
する俯瞰的な視野と国際性を養うことが必要です。
　本プログラムでは、英語による講義・演習、5年間の実践
的な英語教育を実施するとともに、アジアを中心とする本学
の学術交流協定校・連携大学および国連児童基金
（UNICEF）、国連人口基金（UNFPA）、国際協力機構
（JICA）をはじめとする国際機関・国際協力機関との連携
により、高い専門性と明確なビジョンのもと、アジアにおける
ウェルビーイングの実現に向かって行動できる女性リーダー
を育成します。

　名古屋大学は「自由闊達」な学風のもと、社会
の様々な分野でリーダーとなる多くの人材を送り
出してきました。
　「ウェルビーイング」プログラムは、男女共同
参画を推進し、次世代のグローバルリーダーを
育成する画期的なプログラムであり、世界各国
のリーダーをパートナーとして、国際的な教育
研究活動を展開しています。ウェルビーイングと
いう大きな目標に向かって切磋琢磨しながら、
一人ひとりが勇気と行動力をもって次代の地平
を切り拓いてほしいと願っています。

プログラムの支援体制

修了後も継続的にサポート
　キャリアパスを実現するためには、複数の段階を踏みなが
ら、各段階で障害や問題を克服し、解決していく必要があり
ます。初期段階では、キャリアへのビジョンの認識不足や実
務経験不足、情報不足など、中盤には、専門性とのマッチン
グやポスト発掘の困難さ、最終段階では、人脈不足や将来
への不安などが考えられます。
　本プログラムでは、4研究科合同による指導体制に加え
て、高い評価と実績を持つ本学のメンター制により、在学中
だけではなく、修了後も継続して支援を行なうことで、修了生
のキャリアパスを確実にしていきます。

Message

次世代を担う女性リーダーの
育成を目指して

松尾清一
名古屋大学総長

　アジア各国はまさに様々な文化的背景をもち
つつ、急速な発展段階にあります。近い将来、知
的好奇心と意欲のある若者が数多く育ち、アジ
アの発展を支える大きなエネルギーになること
は間違いありません。医学系研究科がこれまで
取り組んできたアジア各国における医療支援や
健康問題の調査を生かし、アジアの抱える諸問
題を深く理解し、パートナーシップを築くことの
できる女性リーダーの育成に貢献していきたい
と思います。

アジアとの架け橋になる
女性リーダーを育成

髙橋雅英
プログラム責任者
名古屋大学理事・副総長

　今日本では、アジアとのパートナーシップを
担う強い使命感と明確なビジョンをもつ女性
リーダーが求められています。本プログラムで
は、異文化交流、異分野融合に立脚した実践
的教育を展開することにより、アジアでのウェ
ルビーイングを実現できるグローバルリーダー
の育成を目指しています。このプログラムを巣
立った修了生が、確かな専門性と俯瞰力をもっ
て企業や国際機関、政策決定機関で活躍し、日
本を変え、世界を変える日が来ることを期待し
ています。

しなやかに力強く
アジアの未来を拓く女性リーダーへ

束村博子
プログラム
コーディネーター
名古屋大学副理事
生命農学研究科教授
男女共同参画室長






